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数学

　出典『唯脳論』（養老孟司）ちくま学芸文庫
　内容を掴むことに苦戦した受験者が多かったようです。受験者には、特定の作品だけで
なく幅広い書物を読むように心掛けて欲しいと考えています。����
問１【漢字問題】（解答番号は23�～32�）
　正答と正答率を示しておきます。
　ａ厳密（91％）　ｂ終始（84％）　ｃ素養（59％）　ｄ恐慌（53％）　ｅ剰余（59％）
　漢字の書き取りは繰り返し勉強していれば点数が取れます。日頃から継続して漢字の練
習をするようにしましょう。
問２【空欄�補充　副詞の用法】（解答番号は33�～35�）
　いわゆる呼応の副詞といわれるものです。内容はもちろんこと、文末表現にも着目して
正答を導き出すようにしましょう。正答は空欄� Ⅰ ��が③、空欄� Ⅲ ��が②、空欄� Ⅳ ���
が⑧です。正答率25％でした。
問３【空欄�補充　文脈把握】（解答番号は36�・37�）
��空欄� Ⅱ ��の前段に子供に教え込むことが書かれています。①が正答です。正答率は63
％でした。空欄� Ⅴ ��の直後に「もし進化の最初期の～」と書かれている個所�がヒントで
す。③が正答となります。正答率は13％でした。
問４【空欄�補充　文脈把握】（解答番号は38�）
　空欄� 甲 ��の直後にある「ここが違うのではないか」がヒントです。正答は⑤です。正
答率は38％でした。
問５【空欄�補充　内容把握】（解答番号は39�）
　空欄� 乙 ��の直後にある「機能の進行の手続きに厳重な規定があり」がヒントです。正
答は⑥です。正答率は22％でした。
問６【傍線部の説明　内容把握】（解答番号は40�）
　傍線部Ａの前の段落に「同時に起こる過程」と書かれています。どちらか一つだけで書
かれている選択肢では間違いとなります。本文を丁寧に読みながら筆者の意図するところ
を押さえるようにしましょう。正答は②です。正答率は22％でした。
問７【傍線部の説明　内容把握】（解答番号は41�）
　筆者は「無益な能力」と述べていますが、実際にはこのような能力を必要だと言ってい
ます。この点を把握した上で、第一節最終段落の内容を押さえる必要があります。正答は
②です。正答率は25％でした。
問８【内容合致】（解答番号は42�・43�）
　正答は②・③です。受験者には難しい問題であったようです。正答率は19％でした。

Ⅱ

■出題のねらい
　数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ａ，数学Ｂに含まれる基本的な問題をまとめてあります。
■採点講評
　（１）　基本的な問題なのでよくできていましたが，正答以外の区間を含んだ解答や重複

した複数の区間を解答したものがありました。複数の区間から共通部分を取り出す
ときに，符号を含めて注意深い大小関係の判定が必要になります。よく練習してお
きましょう。

　（２）　多くの人ができていましたが，計算ミスが散見されました。また，弧度法で記述
された角度に対して度数法を用いた解答が複数ありました。式変形，計算は注意深
く行い，題意に沿って解答することを心掛けてください。

　（３）　桁数について苦労した人が多く，差がついたようです。10nが何桁の整数になる
か確認しておきましょう。また，対数の計算についてはほとんどの人がヒントの使
い方に気づいていましたが，計算ミスが少なからず見受けられました。

　（４）　指数部の操作に持ち込めた人は正答に辿りついていました。指数関数についても
十分な練習を積んでおきましょう。

■出題のねらい
　問題の前半はベクトルに関して，後半は数列および組合せの数に関して，基本的な知識
を問いました。
■採点講評
　（１）　内積とベクトルのなす角について，ベクトルの分解と２乗操作の符号を含めた正

確な式変形の成否によって差がつきました。基本的な問題ですから，教科書の例題
や章末問題などをよく練習しておきましょう。三角形の面積についてはよくできて
いました。

　（２）数列に関する基本的な問題なので概ねできていましたが，導出途中の式のみを記
入した解答や未整理の計算を残した解答もありました。計算ミスに注意し，題意に
沿って最も簡潔な式に整理することを日頃から心掛けてください。

Ⅰ

Ⅱ

問９【内容を理解して小見出しを選択する問題】（解答番号は19�）
　この節の最後にある「教養人と教養主義者は似て非なるものである」という言葉が大き
なヒントとなります。①「ニューアカ・ブームの功罪」を選択した受験者が散見されまし
たが、「功罪」についてまでは本文で言及されていません。正答率は47％でした。
問10【内容を理解して小見出しを選択する問題】（解答番号は20�）
　この節では嗜み系と溜め込み系の教養の違いについて述べられていますから、正答を選
択するのは難しくはないはずです。③～⑥を選択した受験者もいましたが、③・⑤・⑥は
著者の主張にはなく、④はこの節全体の内容を考えると部分的です。正答率は56％でした。
問11【内容合致問題】（解答番号は21�・22�）
　⑥を選択した受験者が多かったですが、筆者は「新」教養主義の体験者ではありません。
⑦を選んだ受験者も散見されましたが、嗜み系の教養人は知識量の増加を追求しませんか
ら本文の内容に合致しません。①・③は明らかに本文の内容と異なります。②は「ひたす
ら没落の道をたどっており、まことに嘆かわしい限りである」が、④は「文化を深く味わ
うことのできる教養人を目指したため」が、⑤は「人格主義や社会改良主義を欠いていた
がために」が本文に書かれていません。正答率は６％でした。

■出題のねらい
　微分・積分に関する計算力，知識および応用力を問いました。

■採点講評
　全体的によくできていました。
　（１），（２）　よくできていました。
　（３）　場合分けの境目の値でのミスが見受けられました。また，解が０個の場合を記述

していない解答もありました。
　（４）　積分の式はできていましたが，計算ミスが見受けられました。

■出題のねらい
　微積分および数列の極限に関する計算力と基本的な知識を問いました。

■採点講評
　（１）　よくできていました。問題文に「正のもの」と書いてあることを見落として， a1

＝０とする解答が少し見受けられました。
　（２）　よくできていましたが，符号ミスが少しありました。
　（３）　（１），（２）を正答したほとんどの人が正答していました。
　（４）　（３）で得られた式を整理すると，簡易な極限の問題であることがわかります。式

を十分に整理せずに計算をしたため正答に辿りつけなかった解答が多く見受けられ
ました。

Ⅲ

Ⅳ
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物理

■出題のねらい
　場合の数（順列・組合せ）に関する計算力および応用力を問いました。

■採点講評
　（１），（２）は３桁の整数の総数を求める基本問題で，大部分の人が正答していました。
　（３）の空所� ウ �， エ �は約50％の人が正答していました。（３）の空所� オ �を正答し

た人は非常に少数でした。しかし，空所� ウ �， エ �を間違っても，空所� オ �が
正答である人がいました。

■出題のねらい
　２次関数の接線，共通接線，２次関数と接線で囲まれる面積の求め方について出題しま
した。

■採点講評
　（１），（２）の２次関数の接線の式を求める問題は，よくできていました。
　（３）の共通接線となる場合のパラメータの値を求める問題では，連立方程式の式まで導

けていましたが，その後の計算でミスをしている人が目立ちました。
　（４）の２次関数と接線に囲まれる面積を求める問題では，時間不足により最後の解答を

得るところまで到達しない人が多くいました。

Ⅴ

Ⅵ

■出題のねらい
　力学の基本（加速度，力，運動方程式）と理科の基本（単位，平易な数値計算）の理
解を，万有引力のもとでの等速円運動を題材として確認しました。最近少し話題となっ
ている宇宙エレベータも交え，高等学校までで学ぶ物理が，実用上重要な事項や最新の
事項などの理解に必要で役に立つ，大切なものであることを示すことも意図しました。

■採点講評
　 ア �～ ウ �の正答率は高かったです。 イ �で万有引力が距離の２乗ではなく１乗
に反比例しているという誤答が相当数ありました。万有引力のポテンシャルと混乱して
いるのかもしれません。このような基本的な事項はきちんと修得しておく必要がありま
す。また， ア �で等速円運動の向心加速度の大きさが，半径の１乗と角速度の２乗で
はなく，１乗に比例しているという誤答も散見されました。半径，加速度，角速度の単
位はよく知っているはずですから，それから加速度の表式はすぐにわかるはずで
す。 ア �でこのような誤答をすることがないよう，内容をよく考えたうえで「向心加
速度の大きさの公式」を学んでおきましょう。
　更に，万有引力定数Gの単位を問う ク �の正答率が約10％であったのは，理科に対
する取り組み方に大きな課題が残っていることを示唆しています。質量や距離の単位，
力の単位を知っているはずですから， イ �ができている人はそれからGの単位が簡易
に逆算できるはずです。このような，単位の成り立ちという，力学・物理に限らず，理
科一般において基本的かつ重要な事項は完全に修得しておかなければなりませ
ん。 ケ �を経て コ �ができれば立派です。
　基本的なことを確実に理解したうえで，その運用能力を高めるように学習を積み重ね
ることが大事です。
　また，最後まで文章を読む力を維持できれば， サ �はとても簡易な問題です。正答
率は約50％でした。最後まで諦めずに全力を尽くせるよう，気力を充実させておくこと
も重要でしょう。

Ⅰ

■出題のねらい
　コンデンサーの電気容量・蓄えられた電気量，電気とエネルギー，非直線抵抗などの
基本的な事項を問いました。後半の問題で扱う非直線抵抗は受験者にあまり馴染みがな
いと思われますが，幅広い知識をもってもらいたいと考え出題しました。

■採点講評
　（１）の ア �の正答率は低かったです。極板面積が半分の２つのコンデンサーの並列
接続と考えれば容易に正答できるはずです。また，２）のスイッチS2を閉じた後の電
気量を求める問題も非常に正答率が低かったです。S2を閉じた後，３つのコンデンサ
ーが並列接続になり同じ電圧が加わります。その電圧は，電池電圧Eとは異なります。
また，電気量はスイッチS2を閉じる前後では変わりません。このように基本的な知識
を用いれば正答できる問題ですので，理解しておいてください。
　（２）は，グラフから値を読み取る問題でした。 ウ �， エ �の正答率は非常に高く，
よくできていました。しかし， オ �と４）は正答率が約60%でした。非直線抵抗とい
う題材です。Vと I'の関係式は，基本的な事項ですので，しっかり理解しておいてくだ
さい。５）は，どちらの回路の豆電球が明るいかを問う問題でした。理由を問う問題の
正答率が低かったです。消費電力が高い方がフィラメントの温度も高くなり，明るくな
るのですが，消費電力あるいは発熱量について数値を用いて比較した解答は，とても少
なかったです。教科書の例題を解くだけでなく物理現象を理解できるように，常に頭の
中でイメージして学習するようにしてください。

Ⅱ
■出題のねらい
　理想気体の問題に関して，状態方程式，内部エネルギー，熱力学第１法則等の基本事
項について問いました。式の計算能力があるかもみています。

■採点講評
　１）～３）は理想気体についての状態方程式や，体積比を状態方程式から算出する問
題です。１），２）の正答率は約90％でした。３）の正答率は約80％でした。４）は,
変化後の理想気体の体積を求める問題です。変化後の理想気体の状態方程式と全体積の
束縛条件を用いて計算をすれば正答が得られます。４）の正答率は約30％でした。�
� ア �， イ �は理想気体の内部エネルギーを問う問題です。 ア �， イ �の正答率は約
80％でした。 ウ �， エ �は終状態での理想気体の絶対温度を，エネルギー保存則より
算出する問題です。問題文を正しく読み取り計算ができれば正答できる問題でした。�
� ウ �， エ �の正答率は，それぞれ約60％と約40％でした。５）の三択の記号選択問題
の正答率は約20％でした。その選択の根拠となる理由（熱力学第１法則および気体が正
の仕事を外にしたこと）を正しく記述できた解答が少なかったです。
　物理の現象を理解するうえで，基本的な法則を把握しておくことは重要です。教科書
でそれらをしっかりと理解しておいてください。そのうえで式の計算もできるようにし
てください。

Ⅲ
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